
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 24年度に締結した周南市と京都大学フィールド科学教育研究センターとの連携協定

に基づく事業の一つとして、公開講座が行われました。この講座は、実際の現場で自然や

環境の変化を体験することによって、森・里・海の連環を学ぶことを目的とし、末武川の

源流から海までの約 30㎞のコースを下りました。参加者の方からは、一日かけて数箇所の

見学ポイントを経由し、山から海へ移動しながら学ぶことによって、環境に関する視野が

大きく広がった…というご意見もいただきました。 

 

 


